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『株式相互取引』で資金が流入する中国市場 
中国の『株式相互取引』は、中国の資本市場改革の一環として導入された制度です。まず、香港と上海の

間で2014年11月に始まり、海外投資家は香港取引所経由で上海株を、中国の投資家は上海取引所経

由で香港株を売買できるようになりました。2016年12月には、深センと香港の間で株式市場の相互乗り入

れが始まりました。『株式相互取引』により海外投資家にとって中国株投資の利便性が格段に高まりました。 

中国政府はA株を海外投資家に徐々に開放 
『株式相互取引』で資金流入加速 

『株式相互取引』の枠拡大で一段の資金流入が期待される 

深セン市場への資金流入続く 
ニューエコノミー銘柄に投資 

 深センと香港の『株式相互取引』 をみると、香港から

深センへの「北向き」と言われる投資は制度開始以来、

資金流入が続いています。このことは、海外投資家が

IT関連や消費関連などの「ニューエコノミー」を象徴する

銘柄が多い深セン市場に積極的に投資をしていること

を示しています。 

 中国本土株市場には、人民元で取引され、原則として中国国内の投資家に限られる「A株」市場と、外貨

取引で海外投資家も投資できる「B株」市場があります。中国政府は海外投資家が「A株」を売買すること

を制限してきましたが、近年は「A株」も海外投資家に徐々に開放されてきています。 

 以前は、「適格機関投資家（QFII）」と呼ばれる、一定の条件を満たした機関投資家にのみ「A株」の取

引が認められていたため、海外投資家の中国本土株投資は限定的でした。 

 しかし、2014年11月に香港と上海の『株式相互取引』が始まってからは、海外投資家が香港取引所を通

じて上海市場の一部の「A株」を売買できるようになり、様相が変わりました。特に、2016年12月に深センと

香港の間で株式市場の相互乗り入れが始まり、米MSCIが2017年6月に、「中国本土株を2018年6月

から新興国株指数へ組み入れる」と発表して以降、中国本土株市場への資金流入が加速しています。 

 米MSCIが2018年6月より中国本土株を新興国株指数に組み入れることを控えて、流動性を高める目的

で、2018年5月から中国本土（上海・深セン）と香港での『株式相互取引』の1日当たりの投資の上限

額がそれまでの4倍に引き上げられました 。 

 足元の中国本土株市場は、『株式相互取引』 の上限枠拡大の影響もあり、5月に入り堅調に推移してい

ます。『株式相互取引』の枠拡大や有力な新興国指数への採用で中国本土株市場の国際化は今後も進

展するとみられ、「ニューエコノミー」を象徴する銘柄を中心に資金流入が続きそうです。 
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投資上限 
4倍！ 
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